
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

憲法守り、いのち・くらし・社会保障拡充を！ ２０２４年 １２月号 

 

93年 7月やましろ健康医療生活共同組合創立総

会（城陽市福祉センターに 302 人参加。理事長

に奥田修三立命館大学名誉教授を選出） 
93 年 8 月あさくら診療所敷地発掘調

査（鎌倉時代の鋳物工場跡と判明） 

（下）95年 11月 19日、第１回やま

しろ健康まつり。ステージや模擬店、

健康チェック等で盛り上がり、骨密

度測定では長蛇の列ができました。 

（上）94年 8月 28日、あさくら診療所竣工祝

賀会の様子。医療生協設立のきっかけとなった

二硫化炭素中毒症労災認定闘争を「タンポポの

種よ飛べ」の歌をつくって励ました、たんぽぽ

村音楽隊が演奏を披露。9月 1日診療開始。 

発行：やましろ健康医療生活協同組合 編集：広報委員会   №373 

〒611-0033 宇治市大久保町山ノ内 19-1  TEL: 0774-46-5151  FAX: 0774-46-5201 

http://www.iryouseikyou.jp 検索「やましろ健康医療生協」 

※住所、電話番号の変更、同居家族の変更等の場合はお知らせ下さい。 

組合員数  ４９８４人（１０月末現在） 
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ク
イ
ズ
の
答
え
と
い
っ
し
ょ
に

い
た
だ
い
た
お
便
り
は
「
声
」
欄
で

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ご
了
解
下
さ
い
。 

 

応
募
の
き
ま
り 

●
ハ
ガ
キ
に
ま
ち
が
い
７
ケ
所
を

書
い
て
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
送
付
し
て
下
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
持
参
で
も
結
構
で
す
。 

●
正
解
者
の
う
ち
抽
選
で
５
人
の

方
に
ク
オ
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

当
選
者
の
お
名
前
は
ニ
ュ
ー
ス
で

紹
介
し
ま
す
。 

●
締
切
り 

１２
月

10
日 

前
回
の
当
選
者(

敬
称
略) 

 

前
回
の
正
解
は…

「
左
の
子
の

絵
」「
左
２
番
目
の
子
の
目
」「
左
２

番
目
の
子
の
筆
」「
落
ち
て
い
く
葉
」

「
木
の
鳥
」「
真
ん
中
の
花
」「
子
ど

も
の
帽
子
の
マ
ー
ク
」
の
７
ケ
所
で

し
た
。
応
募
数
３４
人
・
正
解
は
３４
人

で
し
た
。
抽
選
の
結
果
、
次
の
方
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。 

 

布
川 

庸 

子 
(

宇 

治 

市) 

竹
村 

心 

一 
(

城 

陽 

市) 

和
気 

悦
子 

 
 (

宇 

治 

市)
 
 
  

五
十
君
和 

枝 
 (

宇 

治  

市) 

雑
賀 

三
代
子 
 (

宇  

治  

市)
 

 

お
楽
し
み 

健
康
ク
イ
ズ 

★あさくら診療所 医師体制表 
午前の診察は ９時～１２時 

夜の診察は  6 時～8 時 

電話 ０７７４-４６-５１５１ 

倉田医師はしばらくの間休診とさせていた

だきます。再開時はお知らせいたします。 

 

絵
や
線
の
濃
淡
は
含
み
ま
せ
ん 

 

 
あさくら診療所は月・水・木の午前診療・倉田外来は予約制です。土曜日は、1・3 週のみ。 

 

ニ
ュ
ー
ス
の
封
筒
詰
め
に
ご
協
力
下

さ
い
。
１
月
号
の
封
筒
詰
め
作
業
日
は

１２
月
２４
日
（
火
）
の
午
前
中
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

広
報
委
員
会 

 

 月 火 水 木 金 土 

午 

前 

中村 
赤毛 

中村 
赤毛 

中村 
赤毛 

中村 
赤毛 

中村 
赤毛 休診 

午 
後 

赤毛 中村 赤毛 
 休診 

中村 

往
診 

中村 赤毛 中村 
 

 赤毛 
 

夜 
中村 休診 

 
中村 
赤毛 

休診 
 

赤毛  

 

予約外来・検査（医科） 

胃カメラ  第１・３土曜午前 

腹部エコー  第１・３・５火曜午前 

をはじめ   第２・第４ 木曜午前 

各種エコー  第１土曜午前 

栄養指導  第１・２・４・５金曜夜   

      第３土曜午前 

各種予防接種は随時実施  要予約 

 月 火 水 木 金 土 

午 

前 

 

河本 
内 

西田 
内 

河本 
内 

河本 
内 

池野 

内 

河本  内 

 
平松  内 

河本 
内 

倉田 
(1・3) 

河本 
(1・3) 

 

午 

後 

往診 往診 

 

 

往診 

 

予約外来 
神経内科(2・4) 
 

往診  

夜 
河本 
内 

上赤 
内 

冨岡 
内 

休診 河本 
内 

 

 

★あさくら診療所歯科 医師体制表 

診察は予約制です。時間はお問い合わせ

下さい。急患の場合はご連絡下さい。   

電話 ０７７４-４１-３３３５ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

へ 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い
つ
も
、
た
く
さ
ん
の
「
声
」

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
２

０
０
字
以
内
で
10

日
ま
で
に
お

願
い
し
ま
す
。（
広
報
委
員
会
） 

11 
補
２
０
０
０
万
円
」
一
撃
で
自

公
政
権
過
半
数
割
れ
、
政
治
は

動
い
た
。
総
選
挙
公
示
直
前
の

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
「
日
本
被

団
協
」
に
２
０
２
４
年
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
授
与
。
ニ
ュ
ー
ス
で

流
れ
る
８２
年
６
月
の
国
連
本

部
で
の
自
身
の
ケ
ロ
イ
ド
の
写

真
を
示
し
「
ノ
ー
モ
ア
ヒ
ロ
シ

マ
・
ノ
ー
モ
ア
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」

の
訴
え
。
あ
ら
た
め
て
か
み
し

め
“
核
兵
器
廃
絶
”
へ
の
思
い

を
強
く
し
た
。 

城
陽
市 

竹
村
心
一
さ
ん 

 

ウ
ソ
や
ご
ま
か
し
が
堂
々
と

ま
か
り
通
り
政
治
。
強
悪
な
犯

罪
や
い
た
ま
し
い
事
件
に
事

故
。
戦
争
。
子
ど
も
た
ち
の
未

来
が
希
望
の
も
て
る
社
会
と
な

る
よ
う
に
大
人
た
ち
が
頑
張
ら

な
い
と…

。
今
、
仕
事
で
子
供

達
の
元
気
な
声
や
笑
顔
に
接
す

る
た
び
に
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。「
私
の
こ
ど
も
た
ち

へ
」
と
い
う
歌
が
あ
り
ま
す
。

以
前
、
あ
る
お
父
さ
ん
が
こ
の

歌
を
歌
う
の
を
聴
い
て
目
頭
を

熱
く
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。 生

き
て
い
る
鳥
た
ち
が
生
き

て
飛
び
回
る
空
を
生
き
て
い
る

魚
た
ち
が
生
き
て
泳
ぎ
回
る
心

を
生
き
て
い
る
君
た
ち
が
生

き
て
走
り
回
る
土
を
あ
な
た

に
残
し
て
お
い
て
や
れ
る
だ

ろ
う
か
父
さ
ん
は…

」
と
言

っ
た
歌
詞
で
す
。 

宇
治
市 

中
野
や
す
こ
さ
ん 

 

１０
月
２７
日
投
開
票
さ
れ

た
総
選
挙
で
自
公
政
治
へ
の

国
民
の
審
判
は
悔
し
い
議
席

後
退
で
は
あ
り
ま
す
が
、
次

参
院
選
挙
に
向
か
っ
て
の
道

標
が
出
来
た
様
に
思
い
ま

す
。
１
９
６
８
年
参
議
院
選

の
後
「
自
民
党
と
共
産
党
で

は
な
く
中
道
政
党
が
出
来
る

気
が
す
る
。」
と
発
見
さ
れ
た

の
を
思
い
出
し
て
お
り
ま

す
。「
女
性
が
変
え
れ
ば
社
会

が
来
る
」「
日
本
の
夜
明
け
は

京
都
か
ら
。」
体
力
も
気
力
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
か
で
き

る
と
信
じ
て
明
日
を
迎
え
ま

す
。 

宇
治
市 

石
野
望
さ
ん 

 

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
拳
と
祈
り
」
を
観
て
放
火

殺
人
事
件
の
犯
人
と
さ
れ
死

刑
囚
と
し
て
４７

年
７
ヶ
月

も
収
監
さ
れ
て
い
た
袴
田
巌

さ
ん
再
審
で
つ
い
に
無
罪
が

確
定
し
た
。
前
代
未
聞
の
釈

放
か
ら
１０
年
女
性
監
督
さ

ん
が
袴
田
巌
さ
ん
を
取
材
さ
れ

た
映
画
６０
年
近
く
の
死
刑
囚

に
さ
せ
ら
れ
、
ど
ん
な
思
い
で

重
圧
の
中
で
生
き
て
来
ら
れ
た

の
か
想
像
を
絶
す
る
。
本
当
に
、

本
当
に
「
ご
苦
労
様
で
し
た
」

こ
の
事
件
を
こ
の
人
の
存
在
を

後
世
に
伝
え
ね
ば
と
思
い
ま
し

た
。
死
刑
と
い
う
恐
怖
と
拘
禁

の
中
で
袴
田
さ
ん
は
自
分
を

「
神
」
と
し
て
街
を
ま
わ
る
。

人
生
の
大
半
を
兄
さ
ん
の
無
実

を
信
じ
支
え
、
緩
く
見
守
る
妹

の
秀
子
さ
ん
「
兄
を
自
由
に
さ

せ
て
あ
げ
た
い
一
日
で
も
長
く

…

」
証
拠
捏
造
の
権
力
の
非
道

徹
底
解
明
を
！
二
度
と
こ
ん
な

こ
と
な
い
よ
う
に
、
冤
罪
根
絶

を
願
い
ま
す
。 

宇
治
市 

祐
谷
知
津
子
さ
ん 

 
あ
さ
く
ら
診
療
所
早
く
も

３０
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

城
陽 

濱
田
あ
つ
子
さ
ん 

 

１０
月
２９
日
に
受
診
す
る
と

大
き
な
「
受
診
番
号
表
」
を
渡

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
診
察
室

の
前
に
行
く
と
待
合
室
の
一
角

に
「
診
療
が
近
い
方
は
こ
と
ら

で
お
待
ち
く
だ
さ
い
」
と
は
り

紙
が
し
て
あ
り
、
診
察
前
待
合

室
が
つ
く
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
と
工
夫
し
て
い
た

だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

宇
治
市 

桜
井
千
春
さ
ん 

 

黄
班
変
性
で
悲
観
す
る
私

へ
の
知
人
・
友
人
の
励
ま
し

の
こ
と
ば
掛
け
や
援
助
に
す

ご
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
読

み
書
き
が
つ
ら
く
な
っ
て
き

た
事
態
に
動
転
し
て
い
た
が

二
度
の
手
術
等
日
も
経
っ
て

見
え
づ
ら
い
状
態
に
慣
れ
て

き
た
よ
う
だ
。
無
理
を
せ
ず

不
明
の
と
こ
ろ
は
ス
ル
ー

か
。
ひ
と
様
に
読
ん
で
助
け

て
も
ら
う
こ
と
も
知
っ
た
。

“
ま
ち
が
い
さ
が
し
”
は
無

理
な
の
で
今
後
は
夫
が
挑
戦

す
る
よ
う
で
す
。 

宇
治
市 

木
下
節
子
さ
ん 

芋
ほ
り
の 

子
ら
の
歓
声 

空
い
っ
ぱ
い 

体
育
祭 

ト
ラ
ッ
ク
１
周 

拍
手
中 

冬
日
さ
す 

茅
葺
の
家
や 

母
を
待
つ 

秋
日
和 

緑
綬
褒
章 

友
と

会
う 

宇
治
市 

桑
村
久
美
さ
ん 

 
秋
の
１
日 

ド
ギ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
「
夢
を
見
る
小

学
校 
完
結
編
」
を
見
て
感

動
。
不
登
校
３
４
万
人
を
超
え

る
こ
の
国
で
、
こ
ん
な
楽
し
い

学
校
が
あ
る
ん
だ…

と
。
ま

た
、
あ
る
日
韓
日
交
流
記
念
と

か
で
、
韓
国
の
国
立
合
唱
団
と

日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
の

コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
っ
た
。
韓
国

に
は
国
立
の
合
唱
団
が
あ
る

こ
と
に
驚
い
た
が
そ
の
レ
ベ

ル
の
高
さ
に
ま
た
驚
き
、
感
動

し
た
。 

宇
治
市 

大
西
芳
彦
さ
ん 

 

よ
う
や
く
秋
ら
し
い
容
器

に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
山
々

の
も
み
じ
も
こ
れ
か
ら
と
い

っ
た
感
じ
で
す
。
今
年
の
冬
は

ど
ん
な
機
構
に
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。
猛
暑
の
後
な
の
で
暖

冬
で
し
ょ
う
か
。
海
温
の
上
昇

が
漁
業
の
魚
種
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
今
ま
で

の
常
識
が
通
用
し
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
２
～
３
年
で

の
環
境
の
変
化
が
心
配
で
す
。 



 

当医療生協が加盟する民医連の綱領には、地域住民の切実

な要求に応える医療を実践し、患者の立場に立った親切で

よい医療をすすめ、生活と労働から疾病をとらえ、いのちや

健康にかかわるその時代の社会問題にとりくんできました、

と述べられています。京都府南部にも民医連の診療所が欲し

いという地域の人たちの切実な思いから始まり、多くの諸先

輩方の奮闘により１９９４年２月医療生協の設立が認可され、

同年９月にあさくら診療所が開設しました。病気になった時

に通院するだけでなく、病気の予防や健康増進のためにも力

を発揮する医療生協にしたい、という思いから「健康」の２

文字を加え、やましろ健康医療生活協同組合という名前にし

ました。労働災害である慢性二硫化炭素中毒症の患者さんの

支援は開設時の医療活動の重要な部分を占めています。その

後、事業所も新たに「さぽーと ゆう・ゆう・ゆう」、「あさ

くら診療所歯科」、「ケアステーションあさくら」が開設され４事業所で医療、介護活動を展開

しています。当初１６００人だった組合員も現在５０００人に迫ろうとしています。   

私は１９９６年に医師になり、２００５年からあさくら診療所の所長になりました。私の医

師人生はほぼやましろの歴史と重なっています。この３０年間は世界と日本も激動の時代でし

た。１９９５年の阪神淡路大震災、２０１１年の東日本大震災と原発事故では、スタッフや組

合員の皆さんがボランティアとして現地に赴き支援をするとともに、救援募金や避難者健診な

どにも取り組んでいます。２０周年の２０１４年は消費税が５％から８％へ引き上げられ、集

団的自衛権の行使を容認する憲法解釈の変更が閣議決定された年でもあります。消費税は２０

１９年に １
０ ％に引き上げられました。格差と貧困が拡大しています。そこに起こったのが新型

コロナ感染症の流行でした。２０２０年に日本で最初の患者が出て以来、現在に至るまで １
１ 波

に至る感染拡大を繰り返しています。自公政権の社会保障費抑制政策によって保健所の数が減

らされていたことが、医療のひっ迫を招きました。５類感染症移行後、公費医療を打ち切った

ことで、現在も新たな感染拡大に直面しています。２０２２年ロシアのウクライナ侵攻、２０

２３年イスラエルのガザ攻撃は世界を震撼させました。いまだに出口の見えない状況は軍事力

では問題は解決しないことを示しています。人権を尊重し、多様性を認め合う社会を造ること

こそ戦争を抑止する最大の力ではないでしょうか。 

本日は地域の医療機関、諸団体から多くの方のご来場を頂いています。この３０年間私たち

を支えともに歩んでいただいた皆様のご協力にあらためて心から感謝いたします。今後も皆様

と手を取り合いながら、多くの方に利用していただける診療所、医療生協として、地域の健康

とまちづくりに貢献できるよう努力していく決意を述べて、挨拶とさせていただきます。 

 

去る１０月２６日午後２時から、宇治市南宇治コミセンで、 

京都民医連や京都府生協連、地元医療機関、大久保区などの来

賓をはじめ、歴代の所長、役員など９０人参加のもと、「やま

しろ健康医療生協設立３０周年記念式典」が開催されました。

式典でははじめに主催者を代表して河本一成理事長が挨拶、続

いて来賓から祝辞が述べられました。次に、開設に関わった方々

からのビデオメッセージが紹介され、記念講演は医療生協設立

にいたるきっかけとなったユニチカ宇治工場の二硫化炭素中毒

症の原因究明から労災認定闘争に尽力された吉中丈志・現京都

保健会理事長が「人生百年時代の健康をめざす医療生協あさく

ら診療所」と題して、８３年から始まった二硫化炭素中毒症の          

原因究明から医療生協の今後について話をされました。 

2 

設立 30 周年記念式典・ 

記念講演会を開催 

 

記念講演をする吉中理事長 

30 周年を迎えて 

河本一成理事長あいさつ 

式典で挨拶をする河本理事長 



一本の電話から始まった労災認定への運動と 

やましろ健康医療生協設立へ 
１９８３年１２月、京都民医連上京病院からユニチカ宇治

工場に働く労働者に一本の電話がありました。「熊本民医連か
らの問い合わせだが、ユニチカ宇治工場で二硫化炭素ガス中
毒患者は出ていないか」と。ところが電話を受けたユニチカ
労働者は、そんな患者を聞いたことがありません。そこで、診
療を終えた上京病院の職員や吉中医師（現京都保健会理事長）
にも来ていただいて「二硫化炭素中毒とは」「労働災害とは」
などの学習が始まりました。 
 レーヨン製造過程で大量に発生する二硫化炭素ガスに長期間被爆すると、半身マヒや言語障
害などの中毒症状を発症する、脳卒中によく似た症状を引き起こすことがわかりました。その
後、患者の発見と労災申請、民医連の医師による意見書作成などが粘り強く取組まれ、８５年
１月に初めて２人が労災申請をし、労働組合や市民団体、多くの市民に支えられて認定闘争が
すすみ、同年１０月に労災認定をかちとることができました。その後、次々と労災申請が続き、
１６人が認定されました。（また労災認定されても企業責任を認めない会社を相手に損害賠償請求
の民事訴訟を起こし１０年の裁判闘争のすえ勝利を勝ち取ることができました。上の写真） 

安心して受診でき、何でも気軽に相談できる診療所が欲しい！ 「医療生協」としてつくろう！ 
 労災認定をかちとる運動の中で、民医連の医師や看護師、事務のスタッフらの献身的な姿、
患者との間に垣根のない姿を見て、「安心して受診でき、何でも気軽に相談できる診療所が欲し
い」との声が広がりました。そして、「みんなの診療所をつくる会」を立ち上げ、各地で「医療
懇談会」を開いて意見を聞き、全国の診療所などを視察するなどして「基本構想」を練り上げ
ていきました。その中で、自分たちで医療構想を考え資金を集めて診療所を作ろうということ
になり、「医療生協」としてつくることになりました。それも、病気になった時に安心して相談
できるだけではなく、病気にならないように、いつまでも健康に暮らせるような事業も行うこ
とをめざし、名称も「健康医療生協」としました。 

これからの医療生協 
 この度、借地であった医療生協の敷地を購入することができ、また長年、組合員のみなさん
が望まれていたトイレの洋式化や玄関の二重扉化についても完成しました。これらは組合員の
みなさんの増資や寄付金のご協力によって実現できたものです。 
 今後、ますます高齢化が進む中で在宅での医療をどのように保障していけるのか、病気にな
らないように安心して暮らせるよう健康づくりへのサポートがますます重要になっていきます。
これからの医療生協はどうあるべきか、組合員のみなさんのご意見をお聞きしながら具体的な
中長期計画の策定が求められています。何よりも「この地域に医療生協があってよかった」と
思っていただけるように、役職員一同、一層頑張っていきます。 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

３ 

6 
医療生協の３０年とこれから 

やましろ健康医療生協に 
つながる大先輩 山本宣治 

今も「山宣」（やません）と親しみを込めて呼ばれる山本宣
治。山本宣治は昭和のはじめ日本が戦争へと突き進もうと
した時、反戦平和と治安維持法絶対反対を貫き１９２９年

 

山本宣治 
1889.5.22～1929.3.5 

３月５日、３９歳で暗殺された宇治出身の国会議員です。当時、戦争政
策に反対する人々は治安維持法違反で逮捕投獄され、拷問で虐殺される
者、瀕死の状態で釈放される者が相次ぎました。山本宣治たちは解放運
動犠牲者救援会（現国民救援会）を結成し救援活動を進めました。山宣
の通夜の席で「山宣記念病院をつくとう」との声が上がり、「労働者農民
の病院を作れ！」のアピールを発表、翌年１月、東京品川に「大崎無産
者診療所」が誕生。無産者診療所は全国に広がりましたが弾圧によって
潰されます。そして戦後、「無差別・平等の医療」を進める民主診療所の
再建が広がり、１９５３年に全日本民主医療機関連合会（民医連）が結
成されました。山本宣治は民医連、やましろ健康医療生協につながる大
先輩です。毎年３月５日の命日に開催される山宣墓前祭では、わが医療
生協の役職員が「墓前の誓い」を述べています。 



成されました。 
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声 

 

声 

宇
治
市 

森
川
和
子
さ
ん 

 

文
化
の
日
に
「
白
川
ひ
か
り

の
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

白
川
に
こ
ん
な
に
人
が
集
ま
る

の
か
？
と
思
う
程
の
人
出
で
大

成
功
で
し
た
。 

宇
治
市 

大
槻
謙
治
さ
ん 

 

一
日
も
早
く
平
和
と
物
価
が

安
定
し
ま
す
よ
う
に
願
い
ま

す
。 

宇
治
市 

狭
間
良
子
さ
ん 

 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
入
金
不
足
の
た

め
、
法
的
手
続
き
に
は
い
り
ま

す
と
ス
マ
ホ
に
Ｔ
Ｅ
Ｌ
あ
り
。

す
ぐ
息
子
に
言
っ
た
ら
、
お
母

さ
ん
は
「
楽
天
」
だ
か
ら
、
そ

れ
は
ニ
セ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
と
言
わ
れ
。

冷
静
に
考
え
な
い
と
。
私
も
７５

で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
と
心
寒

く
な
り
ま
し
た
。 

城
陽
市 

今
西
静
生
さ
ん 

 

先
発
医
薬
品
の
患
者
負
担
増

の
こ
と
で
す
が
、
私
も
過
日
あ

る
薬
局
に
行
き
「
い
わ
ゆ
る
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
で
は
な
い
場
合
は

負
担
増
と
な
り
ま
す
が
、
ど
う

さ
れ
ま
す
か
？
」
と
い
わ
れ
て

何
の
こ
と
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
の
場
合
、
年
間
の
医

療
費
が
（
薬
代
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
）
１５
万
円
程
に
も
な

り
ま
す
。
適
切
な
医
療
を
受
け

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保

険
外
の
新
た
な
負
担
を
強
い
る

今
回
の
改
悪
措
置
、
私
も
反
対

で
す
。 

京
田
辺
市 

野
木
才
治
さ
ん 

 
憲
法9

条
の
精
神
！
武
器
も

た
ず
、
た
た
か
わ
な
い
。
今
こ

そ
平
和
へ
つ
き
進
み
ま
し
ょ

う
！ 

宇
治
市 

酒
井
幸
男
さ
ん 

 

人
を
批
判
す
る
前
に
自
分
を

よ
く
見
つ
め
た
ら
？
と
は
、
世

間
受
け
の
す
る
コ
ト
バ
だ
が
、

御
上
の
す
る
こ
と
に
間
違
い
は

ご
ざ
い
ま
す
ま
い
か
ら
と
、
口

を
噤
む
こ
と
に
な
っ
て
は
だ
め

だ
ろ
う
。
せ
め
て
孫
に
は
幼
い

頃
か
ら
考
え
を
口
に
で
き
る
子

ど
も
に
育
っ
て
も
ら
い
た
い

と
、
会
話
を
欠
か
さ
な
い
。 

宇
治
市 

布
川
庸
子
さ
ん 

 

も
う
今
年
も
、
あ
と
わ
ず
か

に
な
り
ま
し
た
。
五
ヶ
月
と
十

日
入
院
し
て
い
た
の
で
、
そ
の

月
日
を
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

今
迄
病
気
知
ら
ず
で
過
ご
し
て

来
た
の
で
病
院
生
活
も
こ
う 

い
う
こ
と
も
人
生
に
有
る
の
だ

と
、
受
け
止
め
ま
し
た
。
こ
う

し
て
病
ん
だ
者
の
為
リ
ハ
ビ
リ

や
看
護
と
い
う
仕
事
を
し
て
下

さ
っ
て
い
る
人
々
が
居
て
下
さ

る
の
だ
と
い
う
こ
と
の
有
難

さ
、
特
に
リ
ハ
ビ
リ
は
若
い
人

達
も
多
く
、
よ
く
し
て
も
ら
い

な
が
ら
話
し
ま
し
た
。
不
自
由

さ
は
残
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
と

大
切
に
生
き
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

久
御
山
町 

中
村
都
子
さ
ん 

 

今
回
の
選
挙
は
改
憲
勢
力
が

過
半
数
割
れ
し
て
ま
ず
は
良
か

っ
た
。
漁
夫
の
利
で
数
を
増
や

し
た
野
党
の
方
の
公
約
の
実
現

を
し
っ
か
り
と
見
極
め
た
い
。

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
５５
年

間
マ
イ
ク
を
握
っ
て
来
た
け
ど

今
回
は
引
退
し
て
初
め
て
の
選

挙
。
友
人
達
か
ら
貴
方
の
声
が

聞
こ
え
な
い
と
選
挙
や
と
思
え

な
い
！
と
言
わ
れ
た
の
が
ち
ょ

っ
ぴ
り
嬉
し
か
っ
た
。 

城
陽
市 

山
口
芙
美
子
さ
ん 

 

気
候
不
順
、
地
球
温
暖
化
、

１０
月
も
暑
い
日
が
続
き
い
つ

ま
で
も
昼
間
は
暑
く
朝
晩
は
や

っ
と
涼
し
く
な
り
ま
し
た
。
２７

日
は
選
挙
の
日
で
す
。
よ
く
見

て
聞
い
て
選
び
た
い
も
の
で

す
。 

城
陽
市 

黒
岩
晴
子
さ
ん 

 

祝 

日
本
被
団
協
が
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
受
賞 

日
本
被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
受
賞
は
本
当
に
う
れ
し
い
出

来
事
で
す
。
大
勢
の
方
が
わ
が

こ
と
の
よ
う
に
喜
ん
で
く
だ
さ

っ
て
い
ま
す
。
被
爆
者
の
ご
尽

力
と
支
援
い
た
だ
い
た
方
々
の

お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
い
つ

も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

被
爆
者
が
核
兵
器
禁
止
条
約
を

早
急
に
批
准
す
る
よ
う
国
に
求

め
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
時
期

に
機
運
を
盛
り
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。
被
爆
者
の
絵
本
が
購

入
で
き
る
お
店
を
知
ら
せ
ま

す
。
◎
平
和
書
店
ア
ル
プ
ラ
ザ

城
陽
店
は
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
◎
山
城

書
店
（
近
鉄
新
田
辺
駅
南
す
ぐ
）

に
は
棚
貸
を
利
用
し
て
絵
本
等

を
展
示
販
売
し
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

城
陽
市
在
住
の
被
爆
者
の
榎
郷

子
さ
ん
と
眞
柳
タ
ケ
子
さ
ん
の

絵
本
も
展
示
し
て
い
ま
す
。 

宇
治
市 

山
根
ま
す
お
さ
ん 

 

毎
日
ニ
ュ
ー
ス
と
言
え
ば
、

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
な
い
。
世

界
中
、
争
い
事
の
よ
う
な
気
が

す
る
。
我
国
で
も
隣
国
が
な
ん

や
、
か
ん
や
理
屈
を
つ
け
て
、

核
保
有
論
ま
で
持
ち
出
す
。
ま

し
て
、
そ
れ
以
上
の
物
を
持
た

ん
と
言
う
政
治
家
が
い
る
。
恐

ろ
し
い
事
、
戦
争
す
る
き
か
、

そ
ん
な
方
が
国
の
政
治
の
場
に

選
ば
れ
る
。
我
が
国
を
ど
こ
に

引
き
込
も
う
と
す
る
の
か
。
チ

ラ
チ
ラ
と
口
に
出
す
話
で
は
な

い
。
ま
た
闇
サ
イ
ト
や
っ
て
。

金
儲
け
や
っ
た
ら
な
ん
で
も
す

る
。
娘
が
い
い
ま
す
。
や
や
こ

し
い
メ
ー
ル
は
相
手
に
す
る
な

っ
て
。 

宇
治
市 

南
川
多
津
夫
さ
ん 

 

裏
金
で
自
民
党
非
公
認
の
候

補
者
側
に
２
０
０
０
万
も
の
政

党
助
成
金
（
税
金
）
を
振
り
込

ん
だ
と
い
う
報
道
を
見
て
、
呆

れ
ま
し
た
。
モ
ラ
ル
も
常
識
も

無
く
な
っ
た
自
民
党
を
詠
ん
だ

一
句
で
す
。 

自
民
党 

金
に
塗
れ
た 

汚
物

な
り 

選
挙
の
さ
か
な 

裏
金

支
給 

宇
治
市 

片
岡
久
美
子
さ
ん 

 

 

す
ご
く
久
し
ぶ
り
に
ク
イ
ズ

し
ま
し
た
。 

宇
治
市 

小
林
孝
企
さ
ん 

 

慌
た
だ
し
か
っ
た
２
０
２
４

年
１０
月
。
石
破
首
相
の
裏
金
真

相
隠
し
解
散
・
総
選
挙
。
し
ん

ぶ
ん
赤
旗
が
報
じ
た
「
裏
金
候



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

健康体操教室のお知らせ 
日時 12 月 21 日(土)  参加費１回５００円 

1 回目 午前 9 時   ～ 10 時３０分 

2 回目 午前 11 時  ～ 12 時３０分 

講師：友久典子さん（理学療法士） 

会場 :あさくら診療所ホール 

＊動きやすい服装・タオル・水筒・上履き 

予約制です。あさくら診療所受付まで。 

 法律相談（予約制） 
（無料・1件３０分） 

●12 月 17 日（火）午後 6 時～8 時  
診療所２階会議室  

●京都南法律事務所の弁護士さんがお
聞きします。医療生協の組合員とご
家族が対象です。 

●受付は 16日(月)の午前中までです。 

9 

園芸サークルのおたより 
次回 12 月 7 日・21 日(土) 午前 8:30～ 
今年の猛暑に草花達も抗えず枯れてしまう
ものも多数ありました。そんな中でも雑草
の逞しさには驚かされます。8月から４人
が集まり草取りをしました。中庭だけで精
一杯でした。お時間のある方、ぜひ当日の
ご参加をお待ちしています。   

野山を歩こう会 12 月例会ご案内 
●行き先：若山 (大阪府島本町)  

●日時 12 月８日(日)  費用：交通費 1200 円 

●集合：京都駅西口改札 ９時００分 

●持ち物：弁当・水筒・行動食・雨具・ストック

●検温・体調管理・マスクの着用を徹底します。 

●申込 尊田 22-8657 池本 43-2604 まで 

●１月は京大横の吉田山で総会を予定。 

ヘルパーさん募集中 

ヘルパーステーション  さぽーと ゆう･ゆう･ゆう 

※時給:平日 1200 円から：土・日・祝 1500円から 

※ボーナス(年２回) 6・12 月 

※勤務時間 8:00～18:00  

※資格:介護福祉士・介護初任者研修(旧ヘルパー２級) 

お問い合わせは(小野まで) TEL:0774-54-5055  

 
「みんなで集合写真」 

「
Ａ
Ｃ
Ｐ
っ
て
ご
存
じ
で
す
か
」 

 
 

 
 

 
 

あ
さ
く
ら
診
療
所 

福
本
悦
子
看
護
師
長 

 

Ａ
Ｃ
Ｐ
（
ア
ド
バ
ン
ス
・

ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

は
意
思
決
定
能
力
の
あ

る
個
人
が
将
来
の
医
療

に
つ
い
て
の
計
画
を
立

て
る
の
を
可
能
に
す
る

プ
ロ
セ
ス
（
過
程
）
で

す
。
人
生
の
最
終
段
階

に
お
け
る
医
療
・
ケ
ア

に
つ
い
て
前
も
っ
て
考

え
、
家
族
や
医
療
。
ケ
ア

チ
ー
ム
等
と
繰
り
返
し

話
し
合
い
、
共
有
す
る

取
り
組
み
で
す
。 

あ
さ
く
ら
診
療
所
の
訪

問
診
療
（
定
期
的
な
往

診
）
の
際
、
口
頭
で
医
師

や
看
護
師
か
ら
説
明

し
、
ど
の
よ
う
な
週
末

を
送
り
た
い
か
を
お
話

し
す
る
場
面
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。 

先
日
私
の
実
母
も
外
来

通
院
か
ら
訪
問
診
療
に

し
て
も
ら
う
事
と
な

り
、
そ
の
診
療
所
か
ら

「A
C
P

」
に
関
す
る
書
面

を
母
と
一
緒
に
書
き
ま

し
た
。
内
容
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
と
、「
人
生

の
最
後
を
ど
こ
送
り
た

い
の
か
」
と
い
う
設
問

が
あ
り
そ
の
解
答
例

に
、「
病
院
、
施
設
、
自

宅
、
そ
の
時
に
な
ら
な

い
と
わ
か
ら
な
い
」
と

あ
り
ま
し
た
。「
急
な
様

態
の
変
化
が
あ
っ
た
と

き
ど
の
様
な
医
療
を
受

け
た
い
で
す
か
」
に
は 

「
同
じ
よ
う
な
状
態
で

助
け
て
も
ら
え
る
な

ら
、
救
急
蘇
生
を
受
け

た
い
、
治
療
は
せ
ず
に

自
然
に
任
せ
積
極
的
な

治
療
は
望
ま
な
い
、
胃

ろ
う
は
造
り
た
く
な

い
、
家
族
と
し
て
点
滴

は
し
て
ほ
し
い
」
な
ど 

高
齢
の
母
に
は
難
し
い

質
問
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
答
え

た
か
ら
と
言
っ
て
、
意

思
決
定
を
変
え
て
も
問

題
は
な
い
と
い
う
事
も

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

元
気
な
う
ち
に
私
た
ち

も
人
生
の
最
後
を
ど
う

送
り
た
い
か
を
考
え
る

の
も
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
終
活
に
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
と
い
う
も

の
も
あ
り
ま
す
。
人

生
の
最
後
に
誰
に

看
取
っ
て
ほ
し
い

か
、
自
分
の
財
産
を

ど
う
し
た
い
か
、
話

を
し
て
お
き
た
い

こ
と
な
ど
物
騒
な

話
に
な
り
ま
す
が
、

自
分
の
こ
と
を
考

え
る
時
間
を
持
つ

こ
と
も
大
切
で
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
入
っ

て
か
ら
病
院
の
面

会
制
限
が
あ
り
、
今

も
な
お
緩
和
さ
れ

た
と
は
い
え
自
由

に
会
う
事
が
で
き

ま
せ
ん
。
在
宅
見
取

り
を
希
望
さ
れ
る

方
も
増
え
て
い
ま

す
。
あ
さ
く
ら
診
療

所
も
で
き
る
だ
け

ご
希
望
に
添
え
る

医
療
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
何

か
あ
れ
ば
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

tel:0774-54-5055
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心のかよったケアで地域の健康と生活を守り続ける４つの事業所 

     
  

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

  



 

 

 

  
 

恋人のような存在 設立 30 周年おめでとうございます 加藤節子（城陽市） 

５ 

こんなに大変なことも、嬉しいこともありました 

 

実参加での総代会で土地購入と、トイレ・入口
の改修を議決しました。 

３ヶ月間の缶詰みたいな入院生活が終わって退院でき、久しぶりにあさくら診療所へ受診に

来院しました。 

 まるで「恋人に会うようななつかしさ。」うれしいですと主治医に言いました。主治医の 先

生が大笑いなさって「そんなこと言ってくれる患者は貴女だけや」とおっしゃった。 

そんなことないですよ、皆、私と同じように思っていますよ。心の中でそう言いながら受診を

終えた。１９９３年９月初旬、暑い日だった。大勢の方が集まってくださり、あさくら診療所

の開所式が開催された。亡き夫 輝彦が大谷京子さんに誘われて、設立準備委員を受け持って

いたので、早めに来ていた。 

こんなに多くの人々が、民医連の診療所が開所するのを待ってくださったのだ。胸が熱くな

ったのを思い出す。京都市内の東西南北の民医連は、どこもその名に恥じないふさわしい患者

への対応の仕方。私の人生において、無くてはならないまるで恋人のような存在である。現在

からも。 
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分
断
と
対
立 

あ
さ
く
ら
診
療
所
歯
科 

赤
毛 

宏 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
さ
く
ら
診
療
所
歯
科 

 私
が
中
学
生
の
頃
に
バ
ブ
ル
が

は
じ
け
日
本
で
は
長
い
不
況
の
時

代
へ
入
っ
て
い
っ
た
。
今
思
い
出

し
て
も
周
り
の
大
人
た
ち
は
随
分

と
浮
か
れ
て
い
た
な
あ
と
感
じ
る

と
と
も
に
、
世
の
中
に
活
気
が
満

ち
て
い
た
。
皆
さ
ん
の
中
に
も
良

い
思
い
出
も
、
ま
た
は
悪
い
思
い

出
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
し
か
し
現
在
の
閉
塞
感
は
日

本
に
と
ど
ま
ら
ず
世
界
規
模
で
起

こ
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
ト

ラ
ン
プ
が
大
統
領
に
再
選
さ
れ
、

そ
の
一
挙
手
一
投
足
に
世
界
が
注

目
し
て
い
る
。
経
済
的
閉
塞
感
は

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
煽
り
保
守
派

の
台
頭
を
促
し
て
い
く
。
近
年
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
は
極
右
政
党
が

躍
進
し
、
ほ
と
ん
ど
は
移
民
・
外

国
人
へ
の
警
戒
、
国
防
・
治
安
を

重
視
す
る
立
場
な
ど
で
共
通
し
、

こ
の
点
で
日
本
の
保
守
派
に
も
通

じ
る
。
地
球
規
模
で
見
た
現
在
の

人
口
動
態
は
非
移
民
国
家
に
お
い

て
も
外
国
人
労
働
者
や
難
民
な
ど

の
定
住
外
国
人
の
増
加
に
伴
っ

て
、
多
民
族
、
多
文
化
社
会
に
移

行
し
て
い
く
事
を
予
想
さ
せ
る
。

日
本
に
お
い
て
医
療
、
介

護
の
分
野
で
外
国
人
労
働

者
の
助
け
は
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
こ
の
多
様
性
に

眼
を
伏
せ
「
単
一
文
化
」

の
幻
想
に
ふ
け
る
よ
う
な

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

我
々
は
異
質
な
も
の
を
排

除
し
よ
う
と
し
た
り
、
同

化
を
強
制
す
る
の
で
は
な

く
多
様
な
文
化
を
あ
る
が

ま
ま
に
受
け
入
れ
、
相
互

理
解
を
深
め
、
共
に
生
き

る
社
会
を
目
指
す
時
に
来

て
い
る
と
感
じ
る
。 

 

わ
た
し
の
ひ
と
言 

 
 

理
事 

湯
口
典
子 

３
０
周
年
記
念
式
典
で
未
来
に
向
け
組
合
員
さ
ん
と
共
に 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
さ
く
ら
診
療
所
歯
科 

 10
月
26
日
（
土
）
南
宇
治
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
あ
さ
く
ら
の

３０
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 慢

性
二
硫
化
炭
素
（
Ｃ
Ｓ
２
）
中

毒
症
の
患
者
さ
ん
の
支
援
を
き
っ

か
け
に
１
９
９
４
年
に
診
療
所
が

設
立
さ
れ
て
30
年
。
現
在
５
０
０

０
人
弱
の
組
合
員
か
ら
支
え
ら
れ

て
来
て
い
ま
す
。 

今
年
の
１０
月
に
は
、
診
療
所
の

土
地
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
て
、

み
ん
な
の
夢
が
膨
ら
ん
で
き
ま
し

た
。 来

賓
祝
辞
の
中
で
、
医
療
法
人
啓

信
会
の
院
長
か
ら
は
、「
あ
さ
く
ら
」

が
こ
の
よ
う
に
地
域
の
住
民
と
繋

が
っ
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
に
驚

き
と
敬
意
を
あ
ら
ら
わ
し
て
お
ら

れ
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。 

理
事
を
退
任
さ
れ
た
奥
さ
ん
・
山

本
さ
ん
に
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り

ま
し
た
。
山
本
さ
ん
か
ら
、
あ
さ
く

ら
の
玄
関
ド
ア
が
二
重
化
さ
れ
、
ト

イ
レ
の
洋
式
化
も
さ
れ
て
大
変
嬉

し
い
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
京
都
南
法

律
事
務
所
の
中
尾
弁
護
士
か
ら
は
、

CS2
患
者
の
労
災
認
定
闘
争
な
ど
の

苦
労
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
祐
谷

さ
ん
（
患
者
家
族
）
か
ら
は
診
療
し

て
も
ら
っ
て
い
る
上
京
病
院
ま
で
、

タ
ク
シ
ー
で
通
っ
て
い
た
が
、
「
夫

の
た
め
に
あ
さ
く
ら
を
作
っ
て
も

ら
っ
て
あ
り
が
た
か
っ
た
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
京
都
保
健
会
の
吉
中
丈

志
理
事
長
の
記
念
講
演
が
あ
り
、
労

働･

失
業･

ス
ト
レ
ス･

食
品･

交
通･

薬
物
依
存･

社
会
格
差
な
ど
の
社
会

的
要
因
が
、
健
康
に
か
か
わ
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
、
現
在
世
界
の
常

識
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
人
生
百
年

時
代
、
引
退
後
の
期
間
が
延
び
て
き

て
い
る
。
こ
の
約
30
年
の
期
間
を

ど
の
様
に
考
え
る
の
か
問
わ
れ
る

時
代
と
な
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
元
気

に
暮
ら
す
高
齢
者
が
圧
倒
的
に
多

い
こ
と 

市
民
団
体･

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
健

康
を
つ
く
る
担
い
手
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
協
力
し
あ
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

今
後
、
平
和
で
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
た
め
に
皆
で
力
を
合
わ

せ
て
い
き
た
く
思
い
ま
す
。 

   

あさくら診療所 疾患教室 「糖尿病と歯周病」 

「糖尿病の方は歯周病になりやすいと言われていま

す。併せて、歯周病になると血糖コントロールが悪

くなるとも言われています。歯周病の治療で血糖値

のコントロールを進めましょう。 

１２月１２日(木) 午後2:30～ 

 

会場  あさくら診療所所 

講師  中村歯科医師 

毎月 第３金曜日(午後５時 30 分～) 

宇治・城陽・新田辺等の駅にて 

社会保障･平和の宣伝を実施しています。 
12/20(金)午後５時３０分～ 

近鉄久津川駅 
お近くの方のご参加をお待ちしてます。 

       社会保障･平和委員会 
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みんなでつくろう みんなの健康 平和で幸せに暮らせる社会 

 

 

 


